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陸域植生分野での追加バンドの利用

WorldView‐2/Coastal, Yellow, Red Edge, NIR2
バンドの特性解明



目的

LANDSAT/MSSおよびAVNIR2の4バンドで
十分か？

内容

AVNIRの4バンドに数バンド追加することの
意義と適正バンドを、WorldView2を例に明ら
かにする。

I.  はじめに

陸域植生分野での追加バンドの利用



マルチスペクトルセンサ（MSS)の各バンドの必要条件

① 十分なS/N比があること。
バンド幅が広いほど有利

② 他のバンドとの相関が低いこと
バンド幅が狭いほど有利

③ 大気条件による影響を避けるため、出来る
だけ、水分等の吸収帯が入らないようにする
こと

2. 主な衛星光学センサ

汎用目的の場合







launched in August 2014



太陽光の大気透過率と観測バンド Landsat8の場合



地上伝達太陽光



地上伝達太陽光強度とWV2バンド



地上伝達太陽光強度とAVNIR2バンド



クロロフィル吸収、青色光散乱、「実際の色」は、クロロフィルと水の透過特性に基づく海岸
線の水深研究をサポートする。また、このバンドは大気散乱に関係しており、大気補正研究を推進する

植生と濁り関連に重要である。また、このバンドは、人間が見る「実際の色」の色相補
正をするのに助ける。

植生と植生環境を解析する
のを助ける。クロロフィル生産に関連して植物の健康に直接関連する。

NIR1とオーバーラップしており、植生解析、物質の分類、バイオマス研究をサポートする。また、大気補正
を助ける。



3.  バンド間相関の検討 L8 OLI

R:Red
G:Green
B:Blue

R:SWIR1
G:NIR
B:Red

バンド間相関の高いバンドを2つ使っても、
1バンド使用と同じ効果しかない。

Table 1 LANDSAT8/OLI 鶴岡画像（2013.9.27）についての各バンド間相関



バンド間相関の検討WV2

R:Red
G:NIR1
B:Blue

R:Red Edge
G:NIR2
B:Yellow

Table 2 WorldView2 鶴岡西部エリア（2014.04.29）についての各バンド間相関



バンド間相関の検討WV2

R:Red
G:NIR1
B:Blue

R:Red Edge
G:NIR2
B:Yellow

R:Yellow
G:Red Edge
B:Coastal

Table 3  WorldView2 鶴岡北部エリア（2014.06.29）についての各バンド間相関



バンド間相関の検討

R:Red
G:NIR1
B:Blue

R:Yellow
G:Red Edge
B:Coastal

R:Red Edge
G:NIR2
B:Yellow

Table 4 WorldView2 鶴岡北部エリア（2014.09.13）についての各バンド間相関



４．判別効率表および分離度による評価





バタチャリア (Bhattacharyya)距離







バタチャリア (Bhattacharyya)距離













バタチャリア (Bhattacharyya)距離



5. Red Edgeの利用例







RE_20140531
NDVI

NIRバンド利用とRed Edgeバンド利用のNDVIの違い



RE_20140531
RGB=RGB

単に青い屋根の
建物で擬似的に
NDVIが高いだけ

NDVIだけで判断

すると間違うが、
レッドエッジの
NDVIなら大丈夫



RE_20140531
NDVI_Rededge



6. 結論 （未定稿）

植生分類で、ＷｏｒｌｄＶｉｅｗ２バンドでは

Band6（Red Edge)
> Band8 (NIR2)

>  Band1 (Coastal)
>  Band4 (Yellow)



Red Red Edge NIR



Table 4 WorldView2 鶴岡北部エリア（2014.09.13）についての各バンド間相関



Red Red Edge NIR

ご静聴ありがとうございました。


